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東亜天文協止観測部月報

　〔注意〕今後，本甲槻測部内の各課の墨術的な謎報告の詳細は，成るべく花山

ブレテン記す。散に部負は必ずブレテンを見られたし．

攣光星課報告（16）

小　山　秋　雄

5月中襯測数
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　詳細は花山ブレテンに叢表する．先月に比し観測が夫々の星に集中される

様になったのは喜ばしい事であるが，依然SS　Cygni型の如きものの少ない

のは淺念である．▲新に報告させられた木下謙氏の使用された器械は，10糎

屈折赤道儀く32刈及ガリレ太双眼鏡（3×）である・▲今津氏は從來双眼鏡を

使はれてるたが，5月より中村85粍反射維緯儀をも使はれる事となった・

　しし座R星の極小　別圓の光度曲線（縦軸に光度，横軸に日）は西村（3個），沓

掛（16個），金田（2個），今津（2個）の諸氏の目測より得だもので，極小期は略
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JD　2427542帥ち4月15日，極小光度は9．7

等と決定できる．これは伊國ロレタの

昨年11月1日の槻漏した極大光度時よ

り164日中経過してみるが，卒均は極大

後177日にして極小が起るのであるから，

13日も早いわけである．

黄　道光課　月　報

雑事　　淺野英之助

　今周は南米ブラジルの観測概況を載せる筈であったが，爾取調べ中で次の

機會に譲ることSする．

黄道光一一（西天）　宵の観測は月初めより中頃まで可能である．それ以後は月

　のために妨げられる．東天の銀河は天頂に迫ってくるが，未だ全く妨げと

　はならないであらう．黄道光はそれ自身甚だ淡いため観測困難ではあらう

　が，本月はその頂鮎の偏り，及び中心線の傾き等特に老練家の観測を切望

　する．比較銀河はC，EPちγ，βCygniの間に擾がつてみる銀河である．

　（東天）一曉の観測は10日頃より25日頃まで可能である．銀河は東方地ZF線

上に漸く姿を現し黄道光の底部を横ぎる．比較銀河はLC，即ちLacelta及

　びCepheus附近の銀河である．秋の東天の見え初めであって本年は果して

何日にそのトップが切られるであらうか・今敷年來の記録を拾ってみれば

　1922年　　8月　 25日

　1923年　　8刀　　16日

　1927年　　9刀　　1日

　］928年　9月15日

　］929年9月15日
　1930年　　7ノヨ　27日

以上の如くである．

氏
氏
氏

澤
原
井
ク
ク

三
橿
亀

氏木荒

1931年　7月15日　　』｝保氏
1932歪fL　8）ヨ　2日　　　荒lt氏

1933年7刀21日　本田氏

徹中村先生の記錐整理巾に小山

先生によって登見されたもの

封日照一中旬以後には反日黒占も漸く銀河を離れてその東方射手座より山羊

　座に移り，淡い乍らにも見えるのであらうが，不幸下旬は全く月に妨げら

　れて殆んど観測不可能であらう．
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　　注意　上圖は本年7月

　中にはf封衝の位置に來

　る小遊星の7月中旬より7

　月下旬に，かけての位置

　である．矢は小遊星の蓮

　動方向を示す．括弧の中

　にある数字は，小遊星の

　番號を表し，他は衝に於

　ける共光度を表はす．例

　へば，→128（417）とは，
1

　417番の小遊星にて，衝

　に於ける其光度は12．8等

　との意である。7月の小
　

互「遊星観測は，其位置銀河

中には入るので，星の検出に骨が折れる・小遊星を線に撮影して，幾分其困

難を計れ得

　　　　　　　　　　　ホ避星と彗星課報告

　ジヤツクソン（Jackson）天塩天界先月號に於いて，1934　a彗星として報告

したJackson星が其後の報告によれば，彗星ではなく，判然とした小遊星で

ある事が知られたことを記した．其軌道要素は下記の通りである．

Epoch］934年3月24．0日，萬当時…

　M＝2．41208

1≡liili磨汁）

　？＝11。58789

　y．＝1工．281872

　a二　　2。303750

n1　＝　13．5
　　
　9　・＝11・1

（330）Adall）erta

一　　｝
3認：譜／（1925．0）

薦263

％9993

11．7
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　天田の乾板上の像は，最初のものはボンヤリした小彗星歌に撮って居るが，

最近の乾板には，鋭v・像を結んで居る．此の星は1934FGと呼ばれるが，1892

年獲見後今日まで行方不明となってみる第330號小遊星Adalber亡aと同一のも

のかと思はれる．

　此れによって，今年は未だ一個も彗星が磯見されてなv・事になる・（柴田記）

　Jeffers星　天文同盟同報480によれば，リク天文毫のジエフアス氏は，次の

位置に，一つの天膿を磯見した．

　　　　　　萬國時　　　　赤　経　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤　緯
　1934年5月　9．日2311　13h8m21．s　3　　－406！26！！　（但，冷夏は1900・0年）

　　日々蓮動は，　　赤纏　　一〇m21　s赤緯　＋　1！20”

　天膿の光度は19等，形朕に冠しては何等の報告はなV・。彗星か小遊星か未

定である．（柴田）

　南米モンテビデオ天文壼のOstell博士は吹の小遊星の観測を希望して居る・

　11，29，178，447，481505，585，965，1254，（此等は小遊星の番號である）

　此の中本年7月に衝になるものは，五78，447の2個である・上品によって観

測を希望する．

流星課月例報告

　　　　　　　　　　　　課長　小・棋孝二郎

　一九二三年度の最後の観測報告である．十一月の獅子座流星観測のあとを

うけて観測激も可成り多v・．新進宇野，和田爾君の活躍も著るしい・大部分

は双子座流星群を目的としたものであるのは，同流星群の出現期間が月明の

影響なく好三二にめぐまれた事によるものであらう．

　　　　　　　　　　　　流星群の出現状況

　双子座流星群の出現厭態は，この二二三年來可成り活氣を呈してみるもので

あるが，本年の出現も著しい方であらう．襯測は10日より18日までに亙って

殆んど連日の槻弓が行はれてるる・各観測者とも13－14日の夜孚後に最も

多くの流星をみとめてみる．就中同夜に於ける八幡君の槻弓流星数が最多で

一時間李均30個を記録してゐられる．翌14－15日の親測も可成りの数であ

るが，其の後の観測中にはこの群に屡するものはみとめられてるない．
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　稻垣壁は同時期に出現する双子座β流星群を14日操曉に於て若干見られて

るるが，あまり門門ではなかった．其他には特記すべき流星群の出現はなか

った様である．

詳細は花山ブレテン第282號を讃まれたし．

　　　　　　　　　　　遊星面課報告

　概況　上旬は相當好天氣であったが，デフイニシヨンが悪く，中下旬に到

るに從ぴ氣流状態は悪化したが，先づ例年通り，條件はよい方であった．

　丁度木星が好位置にあって，今月は相識スケッチも集まった．金星はよほど

小さくなったのと，朝であるため成績が纂って居ない．今報告を受けて居る

人が10糎級と25部門に飛び離れ’て居るが，願くば15糎級で爾者をつなV・で臭

れる人のスケッチを是非多く望む．

　金星　沓掛氏が凶日と伊達氏が2枚，木邊君が1枚爲生して居る．位置も

充分ではなく，よほど小さく，詳かくは見えない，伊達，木邊両氏は白斑？

を見てあるが，何れも自信を持つた獲表ではないため，決して断言出純ない，

叉伊達氏が欠ケ際を注意して，やや不同？と云ふスケッチを邊られたが，何

か少々攣った事でもあったかも知れぬと思って居る．

　木星　心付のスケッチは松本氏2枚，伊達氏1枚，中野氏2枚目4月）宮原氏2

枚，鳥羽の某氏（未整理中に付き……十数枚一先年末より）等で，幹事のスヶ

ツチも画数枚を得て居る．

　極地方には大して類歌なし・南の方が北より梢黒く現在は見えて居る（木

邊）．北50。→30。位の所に三本位一寸目に止る事もあり，特に経度30。一50。位

の所（大赤斑より梢邉れて）は一寸大きく黒v・，最近これが目に立って來た様

に思はれる．

　北30。一20。邊，北熱帯の暗帯に到る所は現在では全盟として一一一as白い様に

見受ける．北熱帯の暗條は黒く，敷年前より細くなった様だが，三月猫乙より

噌黒占獲見の報道が來たが，報道到着時分には既に見失ったのか，認めなかっ

た．北側は少し突出した様な所もある・割に李凡で，赤道に近V・部分の方に

色々と攣った事が目に止まる・然しこの帯は小調径では殆んど直條近く，あ
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まり見甲斐もなv・．但，この帯から赤道を横ぎって南熱帯にまで淡v・模様が

煙の如くに見えて居るのが，大部分の人が見て居る．これは比較的新しv・？

（猫，木星の熱帯温帯等の名は地球に準じて名付けた事は御承知と思ふが一半

御断申上げる）

　赤道帯はこの頃は梢薄暗く，何かある様だが見分け得る程現在明瞭なものは見て居

な）・・白斑はこの附近が常に目立った程でもな》・ものが見えて居る・

　南熱帯…ここには大赤斑が控え，現在も木星面上最も興味のある部分で，明暗，黒白

斑等数多が並列し，出現，消失，攣位，盛衰等々を見せて居る・

　大赤斑（今は赤くは目立たぬ故初めて見る方に御注意）直後は一番複雑してスケッチ

が充分撮れない・藪多の白斑と其れに附随した明暗が見えて居る．（窟眞参考，爲眞に

撮ったりして大分原圖より箋しれ，叉帯の大さ位置等も正確に記入したのではな）・爲不

充分だが一25cm　220×にて木計理寓，193蝉5月26日23h　35mシiイング6）100。位ま

で白斑が並び，赤斑の反油皿は比較的淋しい．叉それを過ると二條に分れた様に見え，

撒十度進むと合一してヌ．90。位進むと細）・線で分れて大赤斑が出て來る」5cm級なれ

ば以上の気位は樂に（二流がよいとして）見られると思ふ，南口帯よりやや南の細帯は

黒いのでよく小口僅にも目立つが，赤斑直後で現在は切れて居る．（この事は前號を

見られたし）この細帯にもしコブ「が多くあり叉この箒と暗黒帯の間には自斑や黒）・橋

の様なものが多く，むしろ同一帯とした方がよい位關係が深そうである・

　その南に少し白い帯があって現在はここは非常に白く見えて居る．そして徐々に一

二本の細帯が見えて南極地方で移って居るが北より暗いだけ何かある榛にも見向ける．

　今日の木星の概況をスケッチから見ると大燈この様に見受けた．なほ御逸

付のスケッチに封して何時何分の位置で書いたか明記して戴きたい．でない

と木星は自轄が早く，スケッチに30分以上も時間の費してあるものは，スヶ

ツチの時刻が分らす，叉南から書v・て北暗室なども書v・て往々Lズレ「たもの

が出鞭てしまふ事にも注意しなければならない。

　猫ほ四月下旬米國で赤道帯に白斑が出て非常に大きv・と報道されたが，急

報にあった如くその三日後に見た時には例の白斑の行列した複雑なものが見

えて居たが，近頃見え出したものでもなく，その時より二時間後れて孤立の

白斑が見えて居たが，別に騒がねばならぬ位のではなく，木星面上なれば珍

らしくないと自分は考へた．これは一日に見て，十日位で清失したらしv・．

兎角油断は少しも出來なV・が，去年の土星の白斑丁丁，遊星面上のspotに少

し外國專人間では耐衰過敏になり過ぎては居なv・かと思って居る・（幹事）
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　●今月の黒黒占活動は目蝿しいものであつた・極小期を脱した直後の黒畏占活動の特長
は如何と云ふ意氣で愈々親測を働んで頂きた）・・●前號本欄の相封籔の計算式に談植
あり，〔群の撒〕x10十〔黒黒占総鍛〕と訂正す・●黒黒占1（關する花山ブレテンはNo・272
　　　　　　　　　　　　　　　　　であるから精讃されたし・No．　274，　No．　276，　No．　277，　No．　281．


